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承　

前

尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
〜
一
七
一
六
）
に
つ
い
て
語
る
場
合
、
現
在
で
は
「
琳
派
」
の
絵
師

と
し
て
取
り
上
げ
る
の
が
定
着
し
て
い
る
。
し
か
し
、
光
琳
在
世
当
時
、「
琳
派
」
と
い
う
流

派
が
存
在
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。「
琳
派
（
尾
形
流
）」
を
代
表
す
る
絵
師
と
し
て
光
琳
を
位

置
づ
け
た
の
は
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
〜
一
八
二
八
）
が
初
め
て
で
、
光
琳
が
没
し
て
お
よ
そ

百
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
冬
に
『
緒
方
流
略
印
譜
（
一
枚
摺
）』
を

版
行
し
た
抱
一
は
、
光
琳
百
年
忌
に
あ
た
る
同
十
二
年
六
月
に
改
訂
版
に
あ
た
る
『
尾
形
流
略

印
譜
』
一
冊
を
上
梓
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
抱
一
以
前
か
ら
諸
書
に
お
い
て
光
琳
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
前
稿
ま
で
、
抱
一
以
後
に
著
さ
れ
た
著
作
も
含
め
た
江
戸
時
代
の
文
献

を
通
し
て
窺
え
る
光
琳
に
対
す
る
認
識
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
（
イ
メ
ー

ジ
）
の
変
遷
に
つ
い
て
た
ど
っ
て
き
た
。

特
に
前
稿
で
は
、
文
化
十
二
年
に
『
尾
形
流
略
印
譜
』
が
上
梓
さ
れ
て
以
降
に
示
さ
れ
た
光

琳
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
の
内
、『
画
乗
要
略
』
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
『
古
画
備
考
』
に
つ
い
て

検
討
を
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
章
の
途
中
で
与
え
ら
れ
た
紙
数
が
尽
き
て
し
ま
い
、
本
稿
で
検

討
を
続
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
二
、『
古
画
備
考
』（
続
）

朝
岡
興
禎
編
『
古
画
備
考
』
に
関
し
て
、
前
稿
で
は
光
琳
の
項
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
と

と
も
に
、
同
書
三
十
五
・
光
悦
流
の
記
載
全
体
に
見
ら
れ
る
先
行
書
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
考

察
し
た
。
特
に
後
者
の
考
察
に
関
し
て
、
紙
数
の
関
係
で
各
絵
師
に
つ
い
て
の
記
載
に
『
尾
形

流
略
印
譜
』
以
外
の
如
何
な
る
先
行
書
や
資
料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
の
全
体
像
を
示
す
事

が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
の
末
尾
に
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師
に
つ
い
て
の
記
載
内
容
を
ま
と
め
た

﹇
表
22
﹈
を
掲
げ
た
の
で
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

（
333
）

（
三
）
書
籍
以
外
の
資
料
と
伝
聞

光
琳
に
関
す
る
記
述
を
前
稿
で
検
討
す
る
中
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
古
画
備
考
』
に
は
先

行
書
の
み
な
ら
ず
「
奥
隅
氏
楽
焼
師
系
圖
并
器
物
ノ
奥
書
」
や
「
質
物
手
形
」
な
ど
の
資
料
、

あ
る
い
は
「
光
琳
系
図
」
に
基
づ
い
た
檜
山
坦
斎
の
尾
形
藤
三
郎
に
関
す
る
考
察
結
果
な
ど
が

集
積
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、「
質
物
手
形
」
の
全
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
係
す

る
資
料
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
写
し
留
め
よ
う
と
す
る
の
が
『
古
画
備
考
』
を
編
纂
し
た
朝
岡

興
禎
の
姿
勢
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

本
節
で
は
、『
古
画
備
考
』
巻
三
十
五
に
集
録
さ
れ
て
い
る
光
琳
以
外
の
絵
師
に
つ
い
て
、

書
籍
以
外
の
資
料
や
周
囲
の
人
物
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か

を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
書
籍
以
外
の
資
料
か
ら
見
て
い
く
と
、
光
悦
と
光
甫
の
項
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
家

記
」
が
あ
る
。
光
悦
の
項
で
は
本
阿
弥
次
郎
右
衛
門
家
に
伝
来
し
た
「
光
悦
自
賛
三
十
六
歌

仙
」
を
享
保
十
六
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
上
覧
に
供
し
た
次
第
を
伝
え
て
い
る
（
一
ウ
〜

二
ウ
）。
ま
た
、
光
甫
の
項
で
は
本
阿
弥
次
郎
右
衛
門
家
に
伝
来
し
た
光
甫
筆
「
三
幅
對
中
蓮

左
紅
葉
右
藤
」
を
享
保
十
七
年
三
月
に
上
覧
に
供
し
た
経
緯
な
ど
を
伝
え
て
い
る
（
四
オ
）。

本
阿
弥
家
の
「
家
記
」
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
「
本
阿
彌
次
郎
左
衛
門
家
傳
」
だ

が
、
そ
こ
に
同
様
の
記
述
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
周
知
の
こ
と
に
属
す
と
思
わ
れ
る
が

光
悦
は
本
阿
弥
の
別
家
に
生
ま
れ
た
の
に
対
し
、
引
用
文
中
に
見
え
る
「
三
郎
兵
衛
」
は
本
阿

弥
嫡
流
の
当
主
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
こ
で
い
う
「
家
記
」
と
は
三
郎
兵
衛
家
に
伝
来
し
た
資

料
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
管
見
の
限
り
本
阿
弥
一
族
に
「
次
郎
右

衛
門
」
を
名
乗
る
人
物
も
確
認
で
き
ず
、
次
郎
左
衛
門
の
誤
記
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
本

阿
弥
家
が
所
蔵
す
る
光
悦
筆
「
三
十
六
歌
仙
図
」
に
つ
い
て
は
檜
山
坦
斎
編
『
皇
朝
名
画
拾

彙
』
の
光
悦
の
項
に
記
載
が
あ
る
こ
と
を
既
に
指
摘
し
た
が
、
そ
こ
で
は
「
嘗
聞
所
畫
三
十
六

歌
仙
像
至
今
其
氏
嫡
家
藏
之
」
と
三
郎
兵
衛
家
が
所
有
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
関
連

し
て
、『
皇
朝
名
画
拾
彙
』
が
指
摘
す
る
作
品
と
の
異
同
は
不
明
な
が
ら
、
明
治
二
十
二
年

（
334
）

（
335
）

江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
イ
メ
ー
ジの
変
遷
に
つ
い
て
（
下
―
一
〇
）　

―
文
政
以
後
〈
三
〉―

安
田 
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美
術
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術
史
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江戸時代における光琳像の変遷について（下―一〇）　―文政以後〈三〉―

（
一
八
八
九
）
に
中
野
其
明
が
出
版
し
た
『
尾
形
流
百
圖
』
に
光
悦
自
画
賛
の
三
十
六
歌
仙
の

模
写
が
所
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
納
め
る
袋
に
抱
一
が
書
い
た
「
右
ハ
本
阿
弥
次
郎
太
郎
所

持
之
手
鑑
也
以
本
阿
弥
栄
次
郎
借
寫
者
也
」
と
い
う
墨
書
が
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し

た
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
本
阿
弥
次
郎
太
郎
」
や
「
本
阿
弥
栄
次
郎
」
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
が
、
抱
一
や
檜
山
坦
斎
、
朝
岡
興
禎
ら
が
生
き
た
江
戸
時
代
後
期
の
江
戸
に
お
い
て
光
悦
自

画
賛
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
三
十
六
歌
仙
図
が
い
ず
れ
か
の
本
阿
弥
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
考

え
て
良
い
だ
ろ
う
。
以
上
を
勘
案
す
る
と
、
光
悦
や
光
甫
の
項
に
引
用
さ
れ
て
い
る
本
阿
弥
家

の
「
家
記
」
に
つ
い
て
、
出
典
を
確
認
で
き
ず
引
用
文
中
に
誤
記
が
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き

な
い
が
、
記
載
内
容
か
ら
判
断
し
て
当
時
存
在
し
た
資
料
か
ら
該
当
箇
所
を
な
る
べ
く
忠
実
に

引
用
し
て
い
る
と
み
な
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。

出
典
を
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
こ
れ
は
書
籍
に
含
め
る
べ
き
で
既
に
指
摘
し
た
こ
と

だ
が
、
抱
一
の
項
に
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
序
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
書
の
抱
一

に
よ
る
自
跋
や
『
光
琳
百
圖　

後
編
』
の
序
と
跋
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
両
書
に
序
を
寄
せ
て

い
る
文
晁
の
印
影
や
『
光
琳
百
圖　

後
編
』
の
跋
に
見
ら
れ
る
抱
一
の
使
用
印
の
印
影
ま
で
、

忠
実
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

書
籍
以
外
で
は
、
乾
山
の
項
に
記
さ
れ
て
い
る
「
光
琳
扇
面
繪
粉
本
跋
ニ
ア
リ
乾
山
是
ヲ
門

人
立
林
何

ニ
送
一
巻
ト
ア
リ
右
畫
本
者
同
苗
長
江
軒
青
々
光
琳
摸
俵
屋
宗
達
直
筆
令
臨
書
処

不
可
渉
疑
論
者
也
為
後
證
之
記
之
與
親
朋
高
醫
北
林
立
徳
丈
云
爾
〈
元
文
戊
午
秋
九
月
重
陽
前

一
日　

紫
翠
老
人
緒
方
深
省
誌
□
□
□
〉」（
二
四
オ
）
と
い
う
一
文
に
つ
い
て
も
出
典
を
確
認

で
き
る
。
文
化
十
二
年
に
酒
井
抱
一
が
光
琳
百
年
忌
を
記
念
し
て
開
催
し
た
展
観
に
出
品
さ

れ
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
抱
一
編
『
光
琳
百
圖　

後
編
』
に
収
録
さ
れ
た

「
宗
達
筆
光
琳
う
つ
し
乾
山
へ
譲
の
巻
物
」
の
跋
文
に
つ
い
て
は
既
に
検
討
を
加
え
た
が
、
こ

の
一
文
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。「
宗
達
筆
光
琳
う
つ
し
乾
山
へ
譲
の
巻
物
」
の
跋
文
は
光
琳
百

年
忌
に
先
立
つ
文
化
五
年
四
月
か
ら
九
月
に
見
聞
し
た
事
項
を
記
し
た
大
田
南
畝
著
『
一
話
一

言
』
巻
二
十
八
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
菅
原
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
の
乾
山
の
項

に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
『
画
師
姓
名
冠
字
類
鈔
』
に
は
末
尾
に
押
さ
れ
た
深
省

（
乾
山
）
の
使
用
印
二
顆
の
印
影
や
文
字
の
書
風
ま
で
写
し
留
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
古

画
備
考
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
光
琳
扇
面
繪
粉
本
跋
」
は
「
真
筆
」
と
す
べ
き
所
を
「
直

筆
」
と
誤
っ
て
お
り
、
末
尾
の
印
も
本
来
は
二
顆
で
あ
る
の
に
三
顆
に
し
て
い
る
。
行
替
え
も

原
文
通
り
で
は
な
く
書
き
流
し
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
判
断
す
る
と
朝
岡
興
禎
自
身
は
現
物
を

見
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
資
料
の
内
容
を
正
確
に
写
し
留
め
よ
う
と
し
た

と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

同
じ
乾
山
の
項
の
中
で
、
興
禎
が
自
ら
現
物
を
確
認
し
た
可
能
性
が
高
い
の
が
墓
石
（
二
四

（
336
）

（
337
）

（
338
）

（
339
）

ウ
）
で
あ
る
。
文
政
六
年
の
自
跋
を
伴
う
酒
井
抱
一
編
『
乾
山
遺
墨
』
の
劈
頭
に
も
乾
山
の
墓

石
や
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
碑
文
を
載
せ
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。『
乾
山
遺

墨
』
で
は
墓
の
所
在
地
を
「
東
叡
山
麓
坂
本
町
新
門
前
天
台
宗
善
養
寺
」
と
記
し
、
左
右
に
並

べ
た
表
裏
の
碑
文
を
単
郭
で
括
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
古
画
備
考
』
で
は
所
在
地
を

「
坂
本
入
谷
〈
大
エ
ン
マ
ト
申
寺
〉」
と
し
、
碑
文
を
二
重
郭
で
括
っ
て
い
る
。
し
か
も
、『
乾

山
遺
墨
』
で
は
何
故
か
裏
面
の
末
尾
に
刻
ま
れ
た
没
年
を
「
寛
保
二
癸
亥
六
月
二
日
寂
」
と

誤
っ
て
い
る
箇
所
を
、
正
し
く
「
寛
保
三
癸
亥
六
月
二
日
寂
」
と
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、『
乾
山
遺
墨
』
か
ら
引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
興
禎
が
乾
山
の
墓
石
を
実
見
し
て
縮
図
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、抱
一
上
人
の
項
に
「
配
手
札
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「〈
十

月
五
日
〉
報
恩
講　

雨
華
菴
」「〈
正
月
十
五
日
〉
畫
始　

雨
華
葊
」（
五
八
ウ
）
の
二
枚
に
つ

い
て
も
現
物
を
見
て
写
し
た
も
の
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
光
琳
の
項
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
古
画
備
考
』
三
十
五
に

収
録
さ
れ
て
い
る
落
款
や
印
章
は
「
光
琳
印
譜
」、
す
な
わ
ち
『
尾
形
流
略
印
譜
』
か
ら
引
用

さ
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
増
補
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
光
琳
に
つ
い
て
は
既
に
検
討
を

加
え
た
が
、
光
悦
の
項
に
見
え
る
「
光
悦
詩
歌
御
巻
物
壱
巻
」
の
年
紀
や
款
印
（
二
ウ
）、
宗

達
の
項
の
「
伊
年
」（
朱
文
円
印
）〈
秋
野
二
枚
折　

朱
墨
濃
〉
か
ら
宗
達
法
橋
「
對
青
軒
」

（
朱
文
円
印
）（
八
オ
・
ウ
）、
乾
山
の
項
の
乾
山
小
屏
風
〈
庚
辰
三
月
十
四
竹
本
ニ
て
見
〉〈
梅

方
墨
〉
京
兆
散
客
紫
翠
深
省
八
十
一
歳
書
「
霊
海
」（
朱
文
方
印
）〈
印
〉
か
ら
紫
翠
深
省
画

「
霊
海
」（
朱
文
方
印
）（
二
五
ウ
〜
二
七
オ
）
は
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
何

の

項
の
太
青
何

「
方
祝
」（
朱
文
円
印
）〈
蔦
紅
葉
立
物
〉
な
ど
（
二
八
ウ
）
や
俵
屋
宗
理
の
百

琳
斎
「
元
知
」（
朱
文
円
印
）〈
福
禄
寿
鶴
鹿　

松
葉
や
口
）
か
ら
百
隣
宗
理
筆
「
元
知
」（
朱

文
円
印
）〈
白
雞
ト
朝
貌
〉（
三
四
ウ
）
さ
ら
に
は
抱
一
上
人
の
項
の
抱
一
筆
「
鶯
村
」（
朱
文

変
形
印
）〈
蓬
莱
ノ
岩
一
本
杉
一
羽
鶴
絹
小
直
幅
〉（
三
八
ウ
）
も
同
様
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
朝
岡
興
禎
が
実
見
し
た
上
で
忠
実
に
写
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
款
印
の
傍
ら
に
作
品
名
な
ど
が
付
記
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

絵
画
作
品
を
や
や
簡
略
に
筆
致
で
写
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
宗
達
の
項
に
含
ま
れ
て
い
る

「
蝉
丸
図
」（
九
オ
）
で
は
和
歌
賛
や
「
伊
年
」
円
印
ま
で
が
写
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
宗
達
の
項

に
は
よ
り
簡
略
な
筆
致
で
縮
写
さ
れ
た
「
白
鷺
図
」（
五
ウ
）
と
「
菊
図
」（
六
ウ
）
も
あ
る
。

「
白
鷺
図
」
の
場
合
は
縮
図
に
続
け
て
、「
○
宗
達
画
水
墨
白
鷺
賛
哥
光
廣
卿
立
幅
〈
乙
亥
十
月

七
／
阮
塘
ニ
て
見
る
〉
阮
塘
ハ
書
画
共
ニ
正
筆
ト
申
さ
れ
候
予
か
所
存
ハ
共
ニ
偽
筆
也
然
共
真

跡
ハ
あ
り
て
夫
を
写
し
た
る
物
也
画
よ
り
も
賛
の
方
出
来
よ
し
例
の
△
ノ
印
押
せ
り
鷺
ハ
唐
繪

書
か
写
し
た
る
も
の
也
宗
達
法
橋
と
見
苦
し
く
書
て
丸
キ
大
印
に
對
青
と
斗
り
あ
り
印
も
甚
あ

し
ゝ
〈
坦
斎
〉」（
六
オ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
白
鷺
図
」
を
「
乙
亥
」
の
年
（
文
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化
十
二
年
）
十
月
七
日
に
「
阮
塘
」
す
な
わ
ち
菅
原
洞
斎
の
も
と
で
見
て
洞
斎
と
は
異
な
る
鑑

識
を
示
し
た
の
は
檜
山
坦
斎
で
あ
る
。
朝
岡
興
禎
は
坦
斎
の
伝
え
た
情
報
を
記
し
て
い
る
わ
け

で
、
興
禎
自
身
は
作
品
を
見
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、「
菊
図
」
の
場
合
は
縮
図
の

直
前
に
図
に
添
え
て
「
○
宗
達
菊
〈
十
月
十
六
日
宗
海
老
宅
ニ
て
見
る
／
伏
利
ヨ
リ
四
□
ニ
買

置
〉
／
坦
云
甚
見
事
正
筆
也
／
伊
年
ノ
上
ノ
印
ハ
白
字
ニ
テ
専
ノ
字
ト
見
ユ
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
十
月
十
六
日
に
「
菊
図
」
を
見
て
「
甚
見
事
正
筆
」
と
判
断
し
た
の
は
「
坦
」
つ
ま
り
檜

山
坦
斎
で
あ
り
、
興
禎
も
同
行
し
て
い
た
の
か
は
不
明
確
で
あ
る
。

檜
山
坦
斎
は
、『
古
画
備
考
』
三
十
五
・
光
悦
流
の
骨
格
を
な
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
「
光
琳
印
譜
」（『
尾
形
流
略
印
譜
』）
を
朝
岡
興
禎
に
も
た
ら
し
た
人
物
と
し
て
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
そ
の
点
に
つ
い
て
既
に
検
討
を
加
え
た
。
ま
た
、
光
琳
の
項
に
も

坦
斎
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
た
が
、
宗
雪
や
一

樹
、
抱
一
上
人
や
鶯
浦
（
鴬
蒲
）
の
項
に
も
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
内
、
宗
雪

の
項
で
は
「
喜
多
川
宗
説
ト
ハ
書
躰
モ
印
モ
異
也
但
シ
晩
年
ニ
及
テ
相
説
宗
説
ナ
ト
ゝ
改
シ
カ

予
未
其
画
ヲ
不
見
〈
坦
斎
〉」（
一
二
オ
）
と
、
宗
雪
と
「
宗
説
」（
相
説
）
を
別
人
と
み
な
す

『
尾
形
流
略
印
譜
』
と
は
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
樹
の
項
で
は
「
或
云
〈
松

葉
屋
半
蔵
ナ
リ
〉
曾
蔵
一
樹
画
屏
有
二
印
其
捺
上
印
中
者
光
琳
之
二
字
下
印
則
一
樹
也
然
則
一

樹
者
光
琳
別
号
耶
其
称
青
々
亦
當
對
号
一
樹
矣
〈
坦
斎
記
〉」
と
、「
光
琳
」
印
と
「
一
樹
」
印

を
伴
う
屏
風
が
あ
る
事
か
ら
一
樹
は
光
琳
の
別
号
で
は
な
い
か
と
す
る
情
報
を
寄
せ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
興
禎
が
利
用
し
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
抱
一
や
鴬
蒲
に
関

す
る
記
載
内
容
は
、
先
述
し
た
先
行
書
や
資
料
か
ら
の
引
用
箇
所
を
除
け
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
坦
斎
が
も
た
ら
し
た
情
報
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
他
に
も
坦
斎
の
名
が
散
見
さ
れ
、

朝
岡
興
禎
が
『
古
画
備
考
』
三
十
五
を
編
纂
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
働
き
を
し
た
こ
と
に
贅

言
を
要
さ
な
い
だ
ろ
う
。

続
い
て
、
檜
山
坦
斎
以
外
の
人
物
が
関
わ
っ
た
情
報
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
の
で
一
瞥
し
て

お
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
内
、乾
山
の
項
に
見
え
る
「
嵩
月
老
」
つ
ま
り
観
嵩
月
（
一
七
五
五

〜
一
八
三
〇
）
が
も
た
ら
し
た
情
報
に
つ
い
て
は
既
に
玉
蟲
敏
子
氏
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
野
々
村
通
正
に
つ
い
て
は
「
加
州
画
人
〈
写
山
楼
加
州
藩
士
ヨ
リ
聞
之
云
々
〉」（
一
〇

ウ
）
と
写
山
楼
・
谷
文
晁
が
伝
聞
情
報
を
伝
え
て
お
り
、
何

に
つ
い
て
は
「
鎌
倉
又
下
谷
三

ン
谷
ナ
ト
ニ
寓
由
〈
屠
陵
君
話
〉」（
二
八
オ
）
と
酒
井
抱
一
（
別
号
・
屠
龍
）
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
情
報
を
書
き
記
し
て
い
る
。
菅
原
洞
斎
も
飛
来
（
三
〇
オ
）
に
つ
い
て
情
報
を
伝
え
て
い
る

ほ
か
、
乾
山
に
つ
い
て
二
代
目
乾
山
の
弟
子
で
あ
る
宮
崎
富
之
助
が
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）

三
月
に
二
代
目
乾
山
が
記
し
た
文
書
（
二
五
オ
・
ウ
）
を
寄
せ
て
い
る
。

『
古
画
備
考
』
三
十
五
に
集
録
さ
れ
て
い
る
光
琳
以
外
の
絵
師
に
つ
い
て
、
伝
聞
情
報
も
含

（
341
）

（
342
）

（
343
）（

344
）

（
345
）

（
346
）

（
347
）

め
た
書
籍
以
外
の
各
種
資
料
や
増
補
さ
れ
た
落
款
・
印
章
を
検
討
し
た
結
果
、
や
は
り
博
捜
し

た
資
料
を
正
確
に
写
し
留
め
よ
う
と
す
る
の
が
朝
岡
興
禎
の
姿
勢
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
考
察
す
る
際
に
参
照
し
た
菅
原
洞
斎
編
『
画
師
姓
名
冠

字
類
抄
』
に
も
収
録
し
た
款
印
の
傍
ら
に
作
品
名
等
を
付
記
す
る
例
が
散
見
さ
れ
た
。
ま
た
、

本
稿
で
扱
っ
た
範
囲
に
限
っ
て
も
、
大
田
南
畝
著
『
一
話
一
言
』
や
曲
亭
馬
琴
編
『
羈
旅
漫

録
』
に
も
収
集
し
た
各
種
資
料
を
正
確
に
記
録
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
ま
り
、
本
書
に
見
ら
れ
る
興
禎
の
姿
勢
は
決
し
て
特
異
な
も
の
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
後
期

の
知
識
人
の
著
述
に
類
例
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
そ
の
姿
勢
で
極
め
て
大
部
な
画
家

伝
を
編
纂
し
た
点
に
こ
そ
興
禎
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
よ
う
に
、
収
集
し
た
資
料
に
対
し
て
朝
岡
興
禎
が
新
た
な
解

釈
を
示
す
こ
と
は
少
な
い
の
だ
が
、
興
禎
自
身
の
評
価
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合
が
い
く
つ
か
あ

る
。
ま
ず
、
蓮
葊
孤
村
の
項
を
立
て
、「
蓮
葊
孤
邨
」
と
い
う
落
款
に
続
け
て
印
文
不
明
の
方

印
を
載
せ
、「
宗
達
風　

小
角
形
／
薄
ニ
虫　

ふ
る
し
」（
一
三
オ
）
と
評
し
て
い
る
の
が
目
に

つ
く
。『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
は
じ
め
と
す
る
書
籍
か
ら
の
引
用
や
他
の
資
料
は
挙
げ
ら
れ
て

お
ら
ず
、
興
禎
が
作
品
を
実
見
し
て
「
宗
達
風
」
と
判
断
し
、「
光
悦
流
」
に
加
え
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
蓮
葊
孤
村
と
は
抱
一
の
弟
子
の
池
田
孤
邨
（
号
・
蓮
庵
、
一
八
〇
三

〜
六
八
）
で
あ
り
、『
古
画
備
考
』
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
当
時
存
命
で
あ
る
。
あ
る
い
は
実
見

し
た
作
品
の
画
風
を
「
ふ
る
し
」
と
評
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、「
薄
ニ
虫
」
を
描
い
た
ど

の
よ
う
な
作
品
を
興
禎
が
見
た
の
か
は
不
明
で
、
何
ら
か
の
誤
解
が
あ
っ
た
の
か
と
み
ら
れ

る
。
ま
た
、「
永
海
筆
」
と
い
う
落
款
に
「
愛
雪
楼
」（
朱
文
瓢
形
印
）
を
伴
う
款
印
の
傍
ら
に

「
三
日
月
夕
貌
絹
小
立
光
琳
風
乾
山
ノ
風
有
抱
一
上
人
よ
り
少
シ
古
ク
見
ユ
ル
」
と
記
し
て
い

る
永
海
（
三
五
ウ
）
も
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
永
海
と
は
谷
文

晁
に
学
び
彦
根
藩
御
抱
絵
師
に
な
っ
た
佐
竹
永
海
（
号
・
愛
雪
楼
、
一
八
〇
三
〜
七
四
）
だ
と

み
ら
れ
当
時
存
命
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
興
禎
は
「
抱
一
上
人
よ
り
少
シ
古
ク
見
ユ
ル
」
と

判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
三
日
月
夕
貌
」
を
描
い
た
作
品
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
不
明
な
が
ら
、
何
ら
か
の
誤
解
が
介
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
他
、
実
見
し
た
作
品
か
ら
判
断
し
て
「
光
悦
流
」
に
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
絵
師
に
宗

賀
（
三
〇
オ
）
や
剛
雪
軒
任
齋
（
三
二
ウ
）、
法
橋
周
南
（
藤
原
充
國
・
三
二
ウ
）、
島
元
旦

（
島
田
元
旦
・
三
五
ウ
）
が
い
る
。
こ
の
内
、
法
橋
周
南
の
場
合
は
款
印
に
添
え
て
「
水
葵
光

琳
ニ
似
」
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
谷
文
晁
の
実
弟
で
鳥
取
藩
士
で
あ
っ
た
島
田
元
旦

（
一
七
七
八
〜
一
八
四
〇
）
の
場
合
も
款
印
に
添
え
て
「
絹
／
光
琳
流
紅
葉
蔦
犬
子
／
柳
ニ
犬

子
双
幅
」
と
記
し
て
い
る
。
興
禎
が
ど
の
よ
う
な
作
品
を
目
に
し
て
こ
の
よ
う
な
評
価
を
下
し

た
の
か
分
か
ら
ず
そ
の
当
否
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
な
い
が
、
興
禎
が
実
際
に
作
品
を
見
て

（
348
）
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「
光
琳
ニ
似
」「
光
琳
流
」
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
評
言
が
記
さ
れ
て
い
な

い
宗
賀
ら
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
始
房
（
三
一
ウ
）
と
藤
原
古
致
（
三
三
ウ
）
に
つ
い
て
は
、
文
化
十
二
年
版
の
『
尾

形
流
略
印
譜
』
に
は
そ
の
名
が
見
え
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
「
出
于
光
琳
印
譜
」「
光
印
」

と
の
記
載
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
興
禎
が
参
照
し
た
「
光
琳
印
譜
」（『
尾
形
流
略
印
譜
』）
に

は
収
録
さ
れ
て
い
た
絵
師
で
あ
る
。
そ
の
内
、
始
房
の
場
合
は
増
補
し
た
印
に
添
え
て
「
光
琳

風
梅
立
物
」
と
記
し
、
藤
原
古
致
の
場
合
も
増
補
し
た
印
影
に
「
吾
妻
下
り　

下
手
光
琳
様
」

と
付
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
興
禎
が
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
実
見
し
て
下
し
た
評
価
を
記
載
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
檜
山
坦
斎
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
基

盤
に
、
書
籍
だ
け
で
は
な
く
伝
聞
も
含
め
た
各
種
資
料
を
博
捜
し
て
ま
と
め
上
げ
た
の
が
『
古

画
備
考
』
三
十
五
・
光
悦
流
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
一
部
に
誤
解
が
含
ま
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
抱
一
が
「
尾
形
流
」
と
名
付
け
た
こ
の
系
譜
の
始
祖
を
光
悦
と
し
て
捉
え
直
し
、
捕

捉
す
る
資
料
の
範
囲
を
広
げ
る
と
と
も
に
系
譜
自
体
を
拡
張
し
た
意
義
は
大
き
い
。
さ
ら
に
、

既
に
玉
蟲
氏
が
的
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
聖
徳
太
子
か
ら
朝
岡
興
禎
と
同
時
代
の
絵

師
に
至
る
浩
瀚
な
画
家
伝
を
出
自
や
流
派
に
よ
っ
て
分
類
す
る
中
で
三
十
四
「
住
吉
家
」
と

三
十
六
「
狩
野
譜
一
中
橋
家
」
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
ら
れ
た
こ
と
で
、「
光
悦
派
」
が
我
が

国
に
お
け
る
絵
画
の
主
要
な
流
派
・
系
譜
の
一
つ
と
し
て
明
確
に
認
知
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と

も
見
逃
せ
な
い
。

抱
一
の
「
尾
形
流
」
か
ら
興
禎
の
「
光
悦
流
」
へ
と
こ
の
系
譜
の
名
称
が
変
更
さ
れ
た
こ
と

で
、
名
称
か
ら
光
琳
と
の
直
接
的
な
関
わ
り
は
窺
え
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
光
悦

流
」
の
本
文
全
四
〇
丁
八
〇
頁
の
内
、
光
琳
の
項
に
一
三
頁
が
費
や
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
次

ぐ
の
は
乾
山
の
一
〇
頁
、
宗
達
の
九
頁
で
一
頁
未
満
の
絵
師
も
多
い
。
単
に
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師

に
割
り
振
ら
れ
た
頁
数
か
ら
即
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
興
禎
に
と
っ
て
も

こ
の
系
譜
の
中
で
光
琳
が
最
も
注
目
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
三
、
幕
末
か
ら
明
治
十
年
代
ま
で
―
『
扶
桑
画
人
傳
』
を
中
心
に
―

『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
と
も
い
え
る
『
古
画
備
考
』
三
十
五
・
光

悦
流
で
あ
る
が
、
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
増
訂
本
が
弘
文
館
か
ら
出
版

さ
れ
た
明
治
三
十
六
〜
三
十
七
年
（
一
九
〇
三
〜
〇
四
）
以
降
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
原
本

を
直
接
見
た
り
写
本
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
限
ら
れ
た
人
々
の
間
で
だ
け
知
ら
れ
て
い
た
。

刊
本
で
は
、
先
に
名
を
挙
げ
た
池
田
孤
邨
が
幕
末
の
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
『
光
琳
新
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撰
百
図
』
二
巻
を
上
梓
し
て
い
る
。
書
名
の
通
り
、
酒
井
抱
一
が
編
纂
し
出
版
し
た
『
光
琳
百

図
』
と
同
様
の
光
琳
作
品
を
縮
写
し
た
図
録
で
、
絵
画
の
み
な
ら
ず
漆
工
品
も
収
録
さ
れ
て
お

り
、「
秋
好
中
宮
図
」（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
）
な
ど
現
在
も
光
琳
研
究
の
中
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る

優
品
も
見
ら
れ
る
。
一
方
、「
世
の
中
に
尾
形
光
琳
の
も
て
は
や
さ
る
ゝ
や
一
花
一
葉
た
に
人

是
を
珍
と
し
竒
と
し
よ
ろ
こ
ハ
さ
る
ハ
な
し
」
と
書
き
出
す
巻
頭
の
自
序
で
孤
邨
は
、
光
琳
は

「
や
ま
と
絵
」
の
伝
統
を
汲
ん
で
「
雅
」
で
筆
墨
は
卓
越
し
て
お
り
、
楽
し
み
な
が
ら
描
い
て

い
る
点
は
我
が
国
に
お
け
る
南
宗
の
第
一
と
も
い
え
る
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
自

ら
は
和
漢
の
様
々
な
画
流
を
学
ん
だ
末
に
光
琳
の
素
晴
ら
し
さ
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

抱
一
が
編
纂
し
出
版
し
た
『
光
琳
百
図
』
に
な
ら
っ
て
『
光
琳
新
撰
百
図
』
と
名
付
け
た
二
巻

を
刊
行
し
、「
お
な
し
心
あ
ら
ん
人
々
か
つ
ハ
わ
か
門
を
ふ
ミ
な
ら
す
教
へ
子
の
筆
の
た
す
け

に
も
な
れ
か
し
と
て
な
ん
」
こ
と
を
企
図
し
た
と
し
て
い
る
。
幕
末
独
特
の
修
辞
が
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
、
孤
邨
が
抱
一
の
弟
子
で
あ
る
事
を
勘
案
す
る
と
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
形
成

さ
れ
て
い
た
光
琳
像
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。

明
治
時
代
に
入
る
と
、
特
に
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
様
々
な
形
で
近
代
日
本
の

美
術
史
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
抱
一
の
孫
弟
子
に
当
た
る
中

野
其
明
が
明
治
二
十
二
年
に
『
尾
形
流
百
図
』
を
刊
行
し
た
り
、
同
二
十
五
年
六
月
に
は
『
尾

形
流
略
印
譜
』（
明
治
版
）
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
治
三
十
五
年
か
ら
三
十
九
年
に

か
け
て
審
美
書
院
か
ら
『
光
琳
派
画
集
』
全
五
冊
が
刊
行
さ
れ
る
の
だ
が
、
江
戸
時
代
に
お
け

る
光
琳
像
の
変
遷
を
探
究
し
て
き
た
本
稿
の
枠
を
越
え
る
。
こ
こ
で
は
、
江
戸
時
代
に
著
さ
れ

た
書
籍
と
新
し
い
を
知
見
を
総
合
し
て
光
琳
を
は
じ
め
と
す
る
絵
師
た
ち
の
伝
記
を
編
纂
し
た

『
扶
桑
画
人
伝
』
を
最
後
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
扶
桑
画
人
伝
』
全
五
巻
五
冊
は
古
筆
了
仲
（
一
八
二
〇
〜
九
一
）
が
編
纂
し
、
明
治
十
七

年
（
一
八
八
四
）
に
坂
昌
員
が
発
行
し
た
も
の
で
、
同
二
十
一
年
に
は
増
補
再
版
さ
れ
て
い

る
。
古
筆
了
仲
は
古
筆
本
家
第
一
〇
代
了
伴
の
門
人
で
、
江
戸
の
古
筆
別
家
を
継
い
で
い
た
。

凡
例
に
「
第
一
ノ
冊
ハ
土
佐
家
ヲ
始
ト
シ
テ
其
支
流
住
吉
板
谷
ニ
終
ル
但
シ
其
流
ヲ
學
フ
者
カ

ズ
多
ア
レ
ハ
次
ノ
巻
ニ
出
ス
第
二
ハ
狩
野
家
ヲ
始
ト
シ
テ
其
門
派
コ
レ
ニ
列
ス
第
三
ハ
啓
書
記

ヲ
始
ト
シ
テ
雪
舟
雪
村
ノ
末
派
ニ
終
ル
第
四
ハ
圓
山
又
四
條
風
ヲ
始
ト
シ
テ
文
人
画
家
ニ
終
ル

第
五
ハ
帝
王
ヲ
始
ト
シ
テ
親
王
以
下
公
卿
武
家
雜
士
僧
分
女
筆
浮
世
繪
ニ
至
ル
迄
都
テ
五
巻
ニ

分
チ
テ
一
部
ヲ
ナ
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
絵
師
を
流
派
や
身
分
に
よ
っ
て
分
類
し
そ
れ
ぞ
れ
の

巻
に
納
め
て
い
る
。
そ
の
巻
之
四
の
末
尾
に
あ
た
る
第
六
八
丁
表
か
ら
第
七
五
丁
表
に
か
け
て

「
土
佐
風
」
と
し
て
収
録
し
て
い
る
の
が
、
宗
達
、
光
琳
、
乾
山
、
始
興
、
順
定
、
信
武
、
宗

理
、
何

、
以
十
、
長
洲
、
芦
々
子
、
一
樹
、
抱
一
、
鶯
蒲
、
蛎
潭
、
其
一
、
孤
邨
、
為
一
で

あ
る
。
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宗
達
以
下
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
絵
師
の
名
を
見
る
と
、
抱
一
以
前
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
絵
師

は
い
ず
れ
も
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
そ
の
名
が
見
え
、
本
書
の
「
土
佐
風
」
に
連
な
る
絵
師
を

選
抜
す
る
の
あ
た
り
『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し

か
も
、
以
十
、
長
洲
、
芦
々
子
、
一
樹
は
『
尾
形
流
略
印
譜
』
や
そ
れ
を
引
用
し
た
書
籍
以
外

に
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
な
い
。
実
際
、
本
書
の
抱
一
の
項
に
は
「
曽
テ
光
琳
百
圖
及
ヒ
尾

形
流
印
譜
ヲ
著
シ
テ
不
朽
ノ
功
ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
了
仲
は
『
尾
形
流
略
印
譜
』
を

知
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
項
の
記
載
内
容
を
見
る
と
、
文
化
十
二
年
版
『
尾
形
流
略

印
譜
』
で
伝
を
欠
き
「
光
琳
孫
以
十
画
」
の
落
款
と
「
光
是
之
印
」（
朱
文
方
印
）
の
み
を
載

せ
る
以
十
に
つ
い
て
は
、「
姓
名
詳
ナ
ラ
ス
光
琳
ノ
画
風
ヲ
能
ク
画
ケ
リ
落
款
ニ
光
琳
孫
以
十

画
ト
セ
シ
モ
ノ
ア
リ
」（
七
二
オ
）
と
記
す
だ
け
で
、「
光
琳
ノ
画
風
ヲ
能
ク
画
ケ
リ
」
と
い
う

部
分
以
外
は
文
化
十
二
年
版
と
一
致
す
る
。
同
じ
く
文
化
十
二
年
版
に
「
浪
華
の
人
光
琳
の
遺

風
を
學
ふ
安
永
天
明
の
こ
ろ
の
人
な
り
」
と
あ
る
長
洲
は
「
姓
名
詳
ナ
ラ
ス
長
洲
ト
云
フ
大
坂

ノ
人
ナ
リ
光
琳
ノ
風
ヲ
學
ン
テ
画
ク
安
永
天
明
頃
ノ
人
ナ
リ
明
治
十
六
年
迄
凡
百
年
余
」（
七
二

オ
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
文
化
十
二
年
版
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、『
古
画
備
考
』

や
明
治
版
『
尾
形
流
略
印
譜
』
で
は
「
蘆
舟
」
の
名
で
項
が
立
て
ら
れ
て
い
る
芦
々
子
（
深
江

芦
舟
）
の
場
合
も
、「
蘆
々
子　

光
琳
の
画
に
よ
く
似
た
り
」
と
記
す
文
化
十
二
年
版
と
本
書

の
「
姓
名
詳
ナ
ラ
ス
光
琳
ノ
画
風
ニ
髣
髴
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」（
七
二
オ
・
ウ
）
と
い
う
記
述
は

極
め
て
近
い
。
一
樹
の
場
合
も
、
文
化
十
二
年
版
で
は
「
何
人
か
知
ら
す
光
琳
宗
達
の
遺
風
有

り
元
禄
以
前
の
も
の
な
る
へ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
書
で
は
「
姓
名
詳
ナ
ラ
ス

光
琳
ノ
画
風
ヲ
慕
ヒ
テ
画
ク
」
と
（
七
二
ウ
）
あ
り
、
活
躍
年
代
と
宗
達
と
の
関
係
を
削
除
し

て
い
る
が
両
書
の
記
述
内
容
は
近
似
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
了
仲
が
文
化
十
二
年
版
『
尾
形
流

略
印
譜
』
を
知
っ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
そ
の
内
容
を
本
書
に
取
り
入
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。一

方
、
本
書
の
凡
例
に
は
「
古
書
ノ
畫
傳
往
々
誤
リ
モ
少
ナ
カ
ラ
ズ
故
ニ
今
之
ヲ
訂
シ
テ
記

載
ス
」
と
あ
り
、
先
行
書
の
単
な
る
引
用
に
留
ま
ら
な
い
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、『
扶
桑
画
人
伝
』
巻
之
四
第
六
九
丁
表
か
ら
第
七
〇
丁
表
に
か
け
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
光
琳
の
項
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

○
光
琳
〈
二
百
四
十
三
〉

尾
形
氏
〈
印
章
ニ
緒
方
ト
ア
ル
ハ
文
字
ヲ
粧
ヒ
換
ル
ノ
ミ
〉
名
ハ
方
祝
又
道
崇
ト
云
ヒ
光

琳
、
寂
明
、
澗
声
伊
亮
、
青
々
堂
、
長
江
軒
等
ノ
數
号
ア
リ
俗
稱
ハ
雁
金
屋
藤
重
郎
ト
云

フ
尾
形
宗
謙
ノ
子
ナ
リ
京
師
ノ
人
後
チ
江
戸
ニ
寓
ス
初
メ
狩
野
ノ
門
ニ
入
リ
テ
画
法
ヲ
學

ヒ
俵
屋
宗
達
ノ
風
ヲ
慕
ヒ
テ
其
趣
ヲ
能
ク
得
タ
リ
又
古
土
佐
ノ
画
ヲ
信
シ
テ
彌
々
画
法
ヲ
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研
究
シ
テ
和
画
ノ
上
工
ニ
至
ル
後
深
ク
光
悦
ノ
風
ヲ
慕
ヒ
テ
書
画
漆
作
蒔
画
ニ
至
ル
迄
光

悦
ノ
作
意
ヲ
目
的
ト
ナ
シ
大
ニ
似
タ
リ
又
自
ラ
宗
達
ノ
風
ニ
モ
髣
髴
タ
リ
終
ニ
新
意
ヲ
出

シ
テ
一
時
名
ヲ
振
フ
當
時
名
手
ト
稱
ス
殊
ニ
漆
器
ノ
錨
金
ニ
妙
ヲ
得
タ
リ
硯
箱
棗
〈
抹
茶

ヲ
入
ル
ゝ
器
〉
等
ノ
製
作
最
モ
絶
妙
ナ
リ
又
画
ク
所
ノ
花
鳥
人
物
山
水
草
木
鳥
獸
悉
ク
金

銀
泥
ヲ
交
エ
テ
以
テ
設
色
ス
ル
ニ
其
美
艶
ナ
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
コ
ト
ニ
草
花
ノ
彩
色
ニ
工
ナ

リ
或
ハ
水
墨
ニ
テ
画
ク
ト
キ
ハ
画
中
エ
金
泥
ヲ
流
シ
テ
意
表
ニ
出
タ
ル
趣
ヲ
ナ
セ
リ
偏
ニ

光
悦
ノ
画
風
ヨ
リ
出
タ
ル
圖
多
シ
麁
密
ト
モ
ニ
一
種
ノ
風
韻
ア
リ
テ
大
ニ
賞
譽
セ
ラ
ル
後

世
遺
跡
ニ
名
画
ア
リ
光
琳
百
圖
ト
云
ニ
悉
ク
出
ル
實
ニ
一
大
名
家
ナ
リ
享
保
元
年
四
月
六

日
歿
ス
五
十
六
歳
京
師
小
川
頭
ノ
妙
顕
寺
中
本
行
院
ニ
葬
ル
碑
銘
ニ
長
江
軒
寂
明
青
々
光

琳
居
士
ト
ア
リ
明
治
十
六
年
迄
百
六
十
八
年

文
化
十
二
年
版
『
尾
形
流
略
印
譜
』
の
記
載
と
一
致
す
る
の
は
、
光
琳
が
「
尾
形
宗
謙
ノ

子
」
で
「
宗
達
ノ
風
ヲ
慕
ヒ
」、「
享
保
元
年
」
に
没
し
て
「
京
師
小
川
頭
ノ
妙
顕
寺
中
本
行
院

ニ
葬
ル
碑
銘
ニ
長
江
軒
寂
明
青
々
光
琳
居
士
ト
ア
リ
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。「
古
土
佐
ノ
画

ヲ
信
シ
テ
彌
々
画
法
ヲ
研
究
シ
」
と
い
う
の
も
、
文
化
十
二
年
版
に
「
古
土
佐
の
風
韻
を
学

ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
類
似
す
る
。
し
か
し
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
参
照
し
て
書
か
れ

て
い
る
の
が
明
ら
か
の
は
以
上
の
部
分
だ
け
で
、
命
日
や
享
年
に
つ
い
て
も
「
六
月
二
日
」
に

亡
く
な
り
「
歳
六
十
二
」
で
あ
っ
た
と
す
る
『
略
印
譜
』
と
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

光
琳
の
項
は
、『
尾
形
流
略
印
譜
』
だ
け
で
は
な
く
他
の
先
行
書
も
参
照
し
、
独
自
の
知
見
も

加
味
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
部
分
に
如
何
な
る
書
籍
が
参
照
さ
れ
、
ま

た
ど
の
部
分
が
独
自
の
知
見
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
行
書
と
の
関
係
に
注
目
す
る
時
、
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
「
俗
稱
ハ
雁
金
屋
藤
重
郎
ト
云

フ
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
、
光
琳
は
呉
服
商
「
雁
金
屋
」
に
生
ま
れ
た
が
「
藤

重
郎
」
を
名
乗
っ
た
こ
と
は
な
い
。
一
方
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
河
津
山
白
が
編
集
し
て

文
化
二
年
ま
で
に
版
行
し
た
『
続
茶
人
花
押
藪
』
や
多
く
の
点
で
そ
の
記
述
を
引
き
継
い
で
文

化
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
に
は
光
琳
に
つ
い
て
「
藤
重
郎
」
の
名
が

見
え
、
後
者
に
は
「
通
称
雁
金
屋
藤
重
郎
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
と

は
、
名
が
「
方
祝
又
道
崇
」
で
「
寂
明
、
澗
声
、
伊
亮
」
の
号
を
用
い
、
江
戸
に
住
ん
だ
こ
と

が
あ
り
、「
漆
器
ノ
錨
金
ニ
妙
ヲ
得
」、「
享
保
元
年
四
月
六
日
」
に
没
し
た
と
す
る
点
で
も
一

致
し
、
同
書
を
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
同
書
に
享
年
が
「
五
十
二
歳
」
と
さ
れ

て
る
点
は
採
用
さ
れ
ず
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
頃
に
刊
行
さ
れ
た
か
と
み
ら
れ
る
『
万
寶

宝
書
画
全
書
』（『〈
書
画
必
携
〉
名
家
全
書
』）
に
記
さ
れ
て
い
る
「
五
十
六
」
と
い
う
享
年
を

採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
に
光
琳
が
漆
器
を
作
り
描
金
（
蒔
絵
）
を

（
354
）

（
355
）

五
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よ
く
し
た
と
し
て
い
る
点
な
ど
は
既
に
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
出
版
さ
れ
た
『
新
撰
和
漢

書
画
一
覧
』
に
記
載
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
同
書
に
は
『
本
朝
古
今
書
画
便
覧
』
に
は
記
載
の

な
い
「
青
々
堂
、
長
江
軒
」
の
号
が
あ
る
事
が
記
さ
れ
て
お
り
、
了
仲
は
『
新
撰
和
漢
書
画
一

覧
』
も
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、「
画
ク
所
ノ
花
鳥
人
物
山
水
草
木
鳥
獸
悉
ク
金

銀
泥
ヲ
交
エ
テ
以
テ
設
色
ス
ル
ニ
其
美
艶
ナ
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
コ
ト
ニ
草
花
ノ
彩
色
ニ
工
ナ
リ
或

ハ
水
墨
ニ
テ
画
ク
ト
キ
ハ
画
中
エ
金
泥
ヲ
流
シ
テ
意
表
ニ
出
タ
ル
趣
ヲ
ナ
セ
リ
」
と
、
光
琳
が

金
泥
を
使
用
し
て
描
く
と
指
摘
し
て
い
る
点
は
白
井
華
陽
が
編
述
し
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

に
刊
行
し
た
『
画
乗
要
略
』
に
類
似
の
記
載
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

小　

結

本
稿
に
お
い
て
、
前
稿
に
引
き
続
い
て
『
古
画
備
考
』
三
十
五
・
光
悦
流
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
、
朝
岡
興
禎
が
如
何
に
し
て
こ
の
巻
を
編
纂
し
、
光
琳
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
を
形
成
し
た
か

に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
。
続
い
て
、『
扶
桑
画
人
伝
』
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
が
、「
土
佐

風
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
原
文
の
ほ
と
ん
ど
を
示
す
こ
と
も
で
き
ず
、
章
の
途
中
で
与
え
ら
れ

た
紙
数
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
。

『
扶
桑
画
人
伝
』
の
光
琳
の
項
に
関
し
て
も
検
討
す
べ
き
点
が
残
さ
れ
て
お
り
、『
尾
形
流
略

印
譜
』
が
明
治
に
入
っ
て
刊
行
さ
れ
た
同
書
に
与
え
た
影
響
等
に
つ
い
て
も
検
証
す
べ
き
で
あ

ろ
う
が
、
次
稿
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。

註

（
333
）「
江
戸
時
代
に
お
け
る
光
琳
像
の
変
遷
に
つ
い
て
（
上
）」「
同
（
中
）」「
同
（
下
―　

一
）」「
同
（
下
―
二
）」「
同
（
下
―
三
）」「
同
（
下
―
四
）」「
同
（
下
―
五
）」「
同
（
下　

―
六
）」「
同
（
下
―
七
）」「
同
（
下
―
八
）」「
同
（
下
―
九
）」（『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報　

告
』
第
50
・
52
・
54
・
58
・
61
・
63
・
64
・
66
・
67
・
68
・
69
輯
（
芸
術
・
保
健
体
育
・　

家
政
・
技
術
科
学
編
）
二
〇
〇
一
〜
二
〇
年
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
章
や
註
、
表
の
番
号　

は
前
稿
を
引
き
継
い
で
い
る
。

（
334
）『
改
定　

史
籍
集
覧
』
第
十
六
冊
（
別
記
第
二
百
五
十
七
）。

（
335
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
八
）。

（
336
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
六
）。

（
337
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
一
）。

（
338
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
一
）。

（
356
）

（
357
）

（
339
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
四
）。

（
340
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
九
）。

（
341
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
七
）。

（
342
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
九
）。

（
343
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
七
）。

（
344
）『
古
画
備
考
』
三
十
五
に
収
録
さ
れ
て
い
る
抱
一
と
鴬
蒲
の
項
に
檜
山
坦
斎
か
ら
の
聞　

き
書
き
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
玉
蟲
敏
子
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

玉
蟲
敏
子
「『
古
画
備
考
』
三
五
「
光
悦
流
」
の
問
題
」『
原
本
『
古
画
備
考
』
の
ネ
ッ
ト　

ワ
ー
ク
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
三
年
。

（
345
）
玉
蟲
氏
、
註
（
344
）
前
掲
論
文
。

（
346
）
酒
井
抱
一
か
ら
の
情
報
は
檜
山
坦
斎
を
介
し
て
も
た
ら
さ
れ
て
可
能
性
も
あ
る
が
、「
抱　

一
上
人
」
で
は
な
く
「
屠
陵
（
屠
龍
）
君
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
朝
岡
興
禎
が
直
接
抱

一
か
ら
聞
い
た
話
だ
と
考
え
て
お
き
た
い
。

（
347
）
宮
崎
富
之
助
に
つ
い
て
は
、『
角
川　

日
本
陶
磁
大
辞
典
』「
尾
形
乾
山
」（
解
説
・
岡
佳

子
、
角
川
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
し
た
。

（
348
）
池
田
孤
邨
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
、
岡
野
智
子
「
池
田
孤
邨
論
―
新
出
の
「
紅
葉
に　

流
水
図
屏
風
」
を
中
心
に
―
」
註
２
（『
国
華
』
一
四
三
九
号
、
二
〇
一
五
年
）
に
よ
る
。

（
349
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
七
）。

（
350
）
玉
蟲
氏
、
註
（
344
）
前
掲
論
文
。

（
351
）『
光
琳
新
撰
百
図
』
に
つ
い
て
は
『
琳
派
絵
画
全
集　

光
琳
派
二
』（
日
本
経
済
新
聞　

社
、
一
九
八
〇
年
）
所
収
本
に
よ
る
。

（
352
）
明
治
時
代
の
様
相
の
一
端
に
つ
い
て
、
拙
稿
「『
光
琳
派
画
集
』
の
前
後
―
尾
形
光
琳　

を
中
心
と
す
る
近
代
「
琳
派
」
観
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
創
刊
号
、　

一
九
九
九
年
）
で
か
つ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
353
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
二
〜
五
）。

（
354
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
四
・
七
）。

（
355
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
八
）。

（
356
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
中
）。

（
357
）
註
（
333
）
前
掲
、
拙
稿
（
下
―
九
）。

（
二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
四
日
受
理
）

六
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4 1851

10

10

11
11

12

13
13
13 *
13 *
13 *

［表 22］古画備考（『尾形流略印譜』から引用された部分以外）
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13
14

15
21

22
22
22

23
27

28
29

30
30
30
31

八
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安田 篤生

31
32

32
32
33
33
33
34
34
34

35

35
35
36

38

39
40

40

42
,21 ,41九
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